
 

（様式第 7号） 

地域の課題解決のための活動報告 

記入日：令和４年６月 20日  

作成者：仲谷俊一郎  

地域の課題解決のために行った活動を１つ選び、できるだけ具体的数値を挙げて報告してく

ださい。すべての項目に、一般の人に伝わりやすいようにご記入ください。 

＊この報告はあしや市民活動センターのホームページに掲載されます。 

団体名   

AC24同期会「にしきの会」 

事業名 日時（期間）、場所 

高齢者施設「喜楽苑」の花壇の花の植え替え 

と水やり。 

 

植え替え：年 4回（季節の花の咲き具合

により時期を変えます。）水やり：季節に

より毎日或いは 1日おき等とします。月 1

度は当番が回ってきます。 

内容（実績）＊実施したことを具体的に 受益者数 

 

植え替え：勢いのなくなった花をすべて、根こそぎ抜き、土は払っ

て残す。硬くなった土を工具で耕し 20-30㎝ほどの柔らかい層を作

る。 

石灰、肥料を入れよく土を混ぜ、数種類の花の苗を植える。花壇の

奥には丈の高い花を植える等の配置や彩りを工夫して行う。 

場所については、喜楽苑の中庭と外の道路に沿った花壇の 2か所を 

夫々15-20名ずつに分かれ 09：00～10：30迄行う。 

 

水やり：季節により毎日、1日おき等で当番が行う。中庭と外の道

路際花壇と芝生等をたっぷりの量をまくことにしている。 

 

 

喜楽苑入居者、介

護者、職員、デイ

サービス来苑者、

道路を往来する

人々等で人数は多

数で算定不能で

す。 

参加者数 

植え替え：1回 30

～40名 

水やり：1回 1～2

名 

成果（社会へのインパクト）＊どのような良い変化を社会にもたらしたかを具体的に 

高齢者施設の入居者やデイサービスの来苑者等は、高齢で認知症気味の方がおられるが 

施設の方のお話では、認知症気味の方々に、元気な花々に接しその活力とか香りを感じて

頂く事が非常に大事なこととお考えだと話されておりました。 

また、道路側の花壇の傍の芝生にはベンチを 3台設置しており、散歩やジョギング等の通

りすがりの方の休憩場所と花壇の花々の鑑賞場所として頂いております。 

今後の展望（どのように継続、発展するか） 

＊喜楽苑花壇の手入れについて： 

現在参加しているのは私達 24期を始めとして、36期-37期までが参加しておりますの

で、今後も新しい期の方々が参加し、お世話は継続してゆけると思います。労力だけの提

供です 

ので、この様な方式で有れば他の高齢者施設のお世話へと拡大も可能かと思います。 

*芦レレや茶楽会については、コロナが収束すれば、高齢者施設への訪問等の再開が可能

ですので、例会を開催し練習に励んでおります。 

 


